
田村ひろゆきの
議会トーク!



■田村ひろゆきの自己紹介

1978年7月生まれ 43歳

2018年12月の選挙で初当選

「徹底した情報公開」

「子ども・若者の声を届ける」

などを基本姿勢として掲げる

ＳＮＳで日々情報発信中！



◇西東京市の新型コロナウイルス感染状況

◇「超ハイブリッド」オンライン授業に注目

◇旧保谷庁舎・旧市民会館・旧ひばりが丘中解体へ

◇都市計画道路の開通で便利になったのか

◇9月議会の質問から PCR検査/プレミアム応援券等

◇池澤市長、3か月間50%減給

◇令和2年度一般会計決算認定に反対

◇答弁訂正で２時間４０分委員会がストップ

◇衆議院議員選挙について



■西東京市の新型コロナウイルス感染状況

出典：西東京市ＨＰ

10月に入ってからは
新規感染者は1桁
0人の日も増える

自宅療養も2名にまで
減る



出典：西東京市ＨＰ

第5波ピーク
は8月上旬

ピーク時最大は１日８８人



■ワクチン接種の状況 (10/18現在の速報値) 出典：西東京市新型コロナワクチン掲示板

若い年代ほど
接種率は低い



■今後の接種体制

西東京市役所田無庁舎 10/30（土）1回目接種終了 モデルナ

エコプラザ西東京 10/30（土）1回目接種終了 モデルナ

西東京いこいの森公園 10/30（土）1回目接種終了 モデルナ

ひばりが丘パルコ 11/6（土）1回目接種終了 ファイザー

アスタ西東京 11/6（土）1回目接種終了 ファイザー

現状、ほとんどの会場で予約は空いている

市内5病院は継続中・終了時期未定

武蔵野徳洲会病院(モデルナ)、佐々総合病院・保谷厚生病院・西
東京中央総合病院・田無病院(ファイザー)



■西東京市の「超ハイブリッド」オンライン授業

①小学1年生と固定制特別支援学級は通常通り登校、少人
数で対面授業を行う

②小学2年生以上は原則オンライン授業だが、家庭で学習
するのが難しい児童・生徒は「預かり」

③給食は全ての児童・生徒に提供できるよう準備、登校して
分散した教室で食べることができる

「預かり」の登校
小：17～18% 中：2%

給食登校率：6～9割



■オンライン授業で起きた変化

■先生の覚悟、やるなら「今しかない」

■ベテラン、若手を超えた教員のチーム力

■毎日が授業参観

■不登校の児童生徒も参加、給食登校も



■今後の課題

①登下校の安全対策

交通擁護員の配置、スクールゾーンの時間

「預かり」で登校する児童生徒の安全は？

②食品ロスの発生

当初は3割程度の食品ロスが発生

後半、希望調査に基づき調理量を調整する



■旧保谷庁舎・旧市民会館・旧ひばりが丘中解体へ

■工期は？

旧保谷庁舎・旧市民会館

・・・令和4年7月29日まで

旧ひばりが丘中学校

・・・令和5年3月17日まで

■跡地利用は？

旧保谷庁舎・・・田無庁舎の耐力度調査を行い、庁舎統合

方針を見直したうえで活用期間を決定。

旧市民会館・・・民間に定期借地。800㎡の市民活動スペース条件。

旧ひばり中・・・谷戸小・谷戸二小の近接問題解消？



■都市計画道路３・４・９号線の開通

「旧東大農場を横断する」都市計画道路が交通開放

8月 2日 北原町2丁目から西原町3丁目まで

9月10日 西原町4丁目から東久留米市南町1丁目まで

■歩行者にとっては？

■かえって渋滞する

ようになった？

南北に分断された東大農場通りとの交差部分には
横断歩道か注意喚起看板等の設置を求める。



■９月議会の質問から

今回の質問は以下の５点 全文は田村ひろゆきのＨＰに

①新型コロナウイルス感染症対策について

②プレミアム応援券事業について

③事務処理誤りについて

④西東京都市計画道路

3・4・9号保谷東村山線

について

⑤選挙事務について



■９月議会の質問から

①新型コロナ対策 ＰＣＲ検査について

•質問：感染が発生した施設での無症状感染者の発見
のため、検査キット等の導入についてどう考えるか。

•答弁：保健所との連絡協議会で、改めて医療機関等
でＰＣＲ検査を要する検査のスキームの構築は控え
ていただきたいと説明があった。

•質問：市としてこれ以上は動きをしないということか。

•答弁：現状としてはそういった理解だ。

•意見：保健所から言われたからそうですかと納得とい
うことなのか。今の答弁は残念だ。



■９月議会の質問から

①新型コロナ対策 その他

•質問：集団接種会場のうち田無庁舎とエコプラザは
期日前投票所に使われてきた。急な選挙となった場
合影響は出ないのか。

•答弁：ワクチン接種を優先する。期日前投票所は「き
らっと」「スポーツセンター」とする予定。

•質問：職員と来庁者を守るため、来庁者に検温のお
願いをできないか。

•答弁：庁舎の主な入口に置き型の非接触型自動検温
器の設置を検討している。



■９月議会の質問から

②プレミアム応援券事業について

•質問：お食事券は1次販売35000冊のうち4分の3以上
の約26600冊が売れ残り。市民ニーズに合致せず、事
業規模が過大だったのでは。

•答弁：お買物券に集中したことや、新型コロナの影響
などから完売に至らなかった。今後の新たな消費喚起
対策等を検討する際の参考にしたい。

•質問：他の方法を検討できないのか。

•答弁：商工会との意見交換、直接市内の飲食店の方
とお話をする機会もあり、今回2次募集に踏み切った。



■９月議会の質問から

③事務処理誤りについて

•質問：後期高齢者医療保険料算定誤りなど事務処理
誤りが続いているが、原因は。

•答弁：職員による不適切な事務執行が原因の事案、
システム会社に誤りの要因がある事案がある。

•質問：新たに発生する経費は。

•答弁：保険年金課で約2万3千円、市民税課で約4万
円、健康課で約3万2千円。他に職員人件費。



■９月議会の質問から

④西東京都市計画道路3・4・9号保谷東村山線について

•質問：東大農場通りが分断された。横断歩道や注意喚
起看板の設置が必要ではないか。

•答弁：東京都と警視庁で注意喚起看板の設置等につ
いて協議を行う予定と伺っている。

•質問：西原自然公園通りから六角
地蔵尊交差点の間の工事の進捗
状況、交通開放の見通しは。

•答弁：交通開放の時期は未定であ
ると東京都から伺っている。



■９月議会の質問から

⑤選挙事務について

•質問：投票所での本人確認方法について、足立区で
氏名を読み上げず入場整理券の氏名を指さして確認
する方法に改めた。性的マイノリティやプライバシー
配慮の点から取り組むべき。

•答弁：多摩地区では国分寺市がコロナ対策を兼ね昨
年の都知事選から氏名を呼称しないと伺っている。
他自治体の事例・方法を踏まえ検討する。



■９月議会で決まったこと

西東京市長の給料月額の特例に関する条例

⇒全会一致で可決

10月から12月まで3か月間、市長の給料を50%減額(金額148万5千円)。
「令和2年度における介護保険料の特別徴収誤りなどの不適切な事務執行

により、市民・市議会との信頼関係を損ねる結果となったことに対し、改め
てその責任を明らかにするため」

【田村の指摘】

減給というのは一つの責任の示し方だが、本質的な解決ではない。
発生した経費を減給額で補填できたから良いというのは違っている。
再発防止のための体制を作ることが本当の責任の果たし方。



■９月議会で決まったこと

令和2年度西東京市一般会計歳入歳出決算の認定について

令和2年度に西東京市の一般会計に入ってきたお金、出ていったお金はこう
ですという内容に対し、問題があったか、なかったかを判断するもの

賛成 １７
自民9、公明5

立憲2、無所属1(納田)

反対 ９
共産4、ネット2、

無所属3(小峰、森て、田村)

⇒賛成多数で認定



■田村の一般会計決算認定の反対理由

①繰り返された事務処理誤りに加え、議会への情報提供が十分
でなく、信頼関係が損なわれたと考えること

②新型コロナウイルス感染症対策事業の中身、特に国や都の
交付金を活用した事業の執行状況や見通しに課題があったこと、
また、市民の不安を払しょくするだけの十分な情報発信が行わ
れてこなかったと考えること

多言語通訳サービス(66万円)⇒11月導入、実績6件

新たなビジネスモデル・経営革新チャレンジ支援事業(1608万円)

プレミアム応援券事業第1弾(2799万円)⇒アンケート回答4割



■答弁訂正で決算特別委員会が2時間40分ストップ

防災行政無線戸別受信機の配付状況についての質疑

1万台購入した戸別受信機 わずか40台しか設置されていない

• 質問：資料には設置台数40台とある。何月何日現在か。残りはどうなっているか。

• 答弁：8月31日現在である。アポを取り一軒ずつ説明して設置している。残りは防
災センターにある。

• 質問：驚いた。このペースでいつ終わるのか。いつまでにどのくらい設置する想
定だったのか。

• 答弁：台数とスケジュールは検討段階でリンクしていない。
まずは溢水エリアの白子川、石神井川エリアを優先している。

• 質問：詰めが甘いのではないか。

• 答弁：———————。今後は関係部署、警察、民生委員とも
連携して配付を加速する。



■９月議会で決まったこと

気候変動対策に関する陳情

賛成 ２５
自民8、公明5

共産4、立憲2、ネット2、

無所属4(小峰、森て、納田、田村)

反対 ０

⇒全会一致で採択

ゼロカーボンシティ宣言を発表し、2050年までに温室効果ガスの排出を実質
ゼロにすることを市の目標に掲げること等を求めるもの

今後、処理の経過と結果の報告を求める



■９月議会で決まったこと

核兵器禁止条約の署名、批准を日本政府に要請する意見書提出
に関する陳情

賛成 １２
共産4、立憲2、ネット2、

無所属4(小峰、森て、納田、田村)

反対 １３
自民8、公明5

核兵器禁止条約に直ちに調印、批准し、唯一の戦争被爆国として核兵器全
面禁止・廃絶責務を果たすよう意見書の提出を求めるもの

⇒賛成少数で不採択



出典：毎日新聞ＨＰ■衆議院議員選挙 投票日は10月31日

前回 自民×立憲×希望×共産⇒今回 自民×立憲×維新

「野党共闘」の結果はどう出るか 来年末は市議選です



議会トーク!
これからも続けていきます


